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日産自動車株式会社 栃木工場

成形技術部 鋳造技術グループ

安藤 俊哉

鋳鉄鋳造工場で回収されたダストの

サイト内リサイクル

平成26年度 3R先進事例発表会
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本日の内容

１．日産グリーンプログラム（NGP）2016の目標

２．栃木工場 概要

３．鋳鉄工場 工程概要

４．型砂の流れ

５．ダストの発生状況

６．リサイクル時の課題検討

７．課題解決方法

８．リサイクルの効果

９．まとめ
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１．NGP2016 の目標

基盤

アクション
プラン

目標

4本柱

• 生産拠点
• 部品・完成車物流
• オフィス・販売会社
• サプライチェーン

• クラス燃費トップレベル
• HEV拡大, P-HEV投入
• CVT拡大
• 軽量化技術開発
• ITSによる交通渋滞改善

• クローズド・ループ・
リサイクル
• 再生・選別の技術開発
• 廃棄物削減
• レアアース/ PGM削減
• 水使用量管理

• EV4車種
• FCEV投入開始
• バッテリー供給
• エネルギ貯蔵システム
(4R)
• スマート・コミュニティ

2016年度までに
ｱﾗｲｱﾝｽで累計
150万台を販売

マテリアル
スマート

エネルギー
スマート

モビリティ
スマート

カーボン
フットプリントの

削減

低燃費車の
拡大

新たに採掘す
る天然資源の
最小化

ゼロ・エミッション
車の普及

環境マネジメント

シンシア・エコイノベーター

*Corporate average fuel efficiency in Japan, China, Europe and U.S.

企業平均燃費
(CAFE*)を2005年度
比35%改善

企業活動からのCO2
排出量を2005年度比
20%削減(/台)

再生材利用率を
25％まで高める
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２．栃木工場 概要

東京より約100kｍ 宇都宮より 約15kｍ
所在地：栃木県 河内郡 上三川町

１）ロケーション

２）レイアウト
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２．栃木工場 概要

３）鋳鉄鋳造 おもな生産部品

ﾅｯｸﾙｽﾃｱﾘﾝｸﾞ ﾃﾞﾌｹｰｽ ｶﾑｼｬﾌﾄ

ｼﾘﾝﾀﾞｰﾗｲﾅｰ ｼﾘﾝﾀﾞｰﾌﾞﾛｯｸ ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞｷｬｯﾌﾟ
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３．鋳鉄鋳造 工程概要
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４．型砂の流れ（改善前）

産業
廃棄物
処理

砂回収
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ﾍﾞﾝﾄ

ﾅｲﾄ

32%

石炭粉

13%
石英

13%

ｵｰﾘｯﾁ

ｸｽ

21%

金属

6%

不活性

微粉

15%

５．ダストの発生状況

１）型砂の収支変動

２）ダストの成分（集塵機No.3）

集塵ダストの45%は
ベントナイトと石炭粉

産業廃棄物に出ている
ダストをリサイクルできないか？

対策前

ＩＮ側 OUT側

比率 比率 集塵機No 比率

ベントナイト 50% 廃砂 19% 1 36%
石炭粉 2% 集塵ダスト 54% 2 18%
新砂 22% 製品付着等 27% 3 46%

再利用砂 26%

造型ﾗｲﾝ
産廃

処理
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６．リサイクル時の課題検討

１）ダストと型砂の粒度分布
ダストは、型砂と比べて細かい粒
度分布となっている。

通常型砂 ﾀﾞｽﾄを入れると

型砂が細かくなる。

２）ダスト投入方法
既設の投入設備では、型砂にダストが偏って入る

⇒ダストを均一に入れる必要がある

型砂粒度が細かくなると、通気度
が悪くなりガス欠陥が発生する。

ダスト

型砂



10

７．課題解決の方策

１）型砂の粒度対策
粗い新砂を投入することで、型砂粒度分布の調整をす

る。
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シュートによる投入方式
⇒型砂にダストが偏って入る

フィーダーによる切出し方式
⇒型砂にダストを均一に混ぜ
ることが可能
最適な切り出し量をﾄﾗｲｱ
ﾙにて検証して決定

７．課題解決の方策

２）ダスト投入方法変更

従来
対策仕様

ダスト

型砂

ダスト

型砂
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8．リサイクルによる効果

ダストの一部を型砂に戻してリサイクルすることにより、
①産業廃棄物処理量を28%削減
②ベントナイトの投入量を3％削減
③石炭粉の投入量を1％削減
を達成した。

対策後

ＩＮ側

比率 OUT側

ベントナイト 47% 比率 集塵機No 比率

石炭粉 1% 廃砂 19% 1 36%
新砂 22% 集塵ダスト 54% 2 18%
再利用砂 10% 製品付着等 27% 18%

集塵ダスト 20% 28%
3

造型ﾗｲﾝ

集塵ダスト発生量の28%をリサイクル

産廃

処理
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9．まとめ

1）栃木工場内の他の鋳鉄鋳造工場（2工場）において
も、ダストのサイト内リサイクルを行い、産業廃棄物処理
量の削減を推進する。

２）鋳造工場で発生する他の産業廃棄物についても、サ
イト内でリサイクルする新規アイテム発掘し、3R活動を通
じ環境負荷軽減に貢献していく。



14

END


